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ネット時代の落とし穴
Webコンテンツの

商業利用と著作権リスク

な
ぜ
、
い
ま
著
作
権

な
の
か

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
誰

も
が
簡
単
に
文
章
、
画
像
・
イ
ラ
ス

ト
、
音
楽
・
動
画
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
制
作
し
、
ま
た
こ
う
し
た
コ
ン
テ
ン

ツ
を
利
用
し
、
さ
ら
に
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
コ
ン
テ

ン
ツ
の
多
く
は
「
著
作
物
」
と
し
て
、

著
作
権
法
と
い
う
法
律
に
よ
り
保
護
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
公
道
を
運
転
す
る
際
に
道

路
交
通
法
の
ル
ー
ル
に
則
っ
て
運
転
を

す
る
の
と
同
様
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お

け
る
著
作
権
法
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

と
っ
て
非
常
に
身
近
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の

利
用
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

著
作
権
法
が
身
近
に
な
る
に
つ
れ
、

自
ら
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
保
護
す
る
必
要

の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
権
利
者
に
お
け

る
権
利
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
２
０
２
４
年
に
入
っ
て

確
定
し
た
判
決
に
お
い
て
、
あ
る
鉄
道

会
社
は
、
新
聞
社
に
許
諾
を
得
る
こ
と

な
く
、
新
聞
記
事
の
一
部
を
ス
キ
ャ
ン

し
た
デ
ー
タ
を
社
内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
２
社
の
新
聞
社

か
ら
訴
訟
を
提
起
さ
れ
、
合
計
８
０
０

万
円
以
上
も
の
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
２
１
年

に
は
、
人
気
ア
ニ
メ
『
鬼
滅
の
刃
』
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
た
ケ
ー
キ
を
無

断
で
つ
く
っ
て
販
売
し
た
と
し
て
、
ケ

ー
キ
職
人
の
女
性
が
著
作
権
法
違
反
で

書
類
送
検
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
司
法
の
問
題
と
な
ら
ず

と
も
、
日
々
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

は
著
作
物
を
巡
っ
て
炎
上
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
加
え
て
最
近
で
は
、
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
よ
う
な
生
成
Ａ
Ｉ
技
術
ま

で
登
場
し
、
著
作
権
を
巡
る
状
況
は
さ

ら
に
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
総
務
担
当
者
が

社
内
外
に
向
け
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
目
的
で
の
情
報
発
信

を
行
な
う
に
際
し
、
著
作
権
の
落
と
し

穴
に
落
ち
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
著
作

権
の
基
礎
か
ら
最
新
の
動
向
ま
で
を
紹

介
し
ま
す
。

著
作
権
で
守
ら
れ
る

 「
著
作
物
」と
は
？

　

第
一
に
、
著
作
権
法
上
、
著
作
権
に

よ
り
保
護
を
受
け
る
「
著
作
物
」
と
は

何
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　

著
作
権
法
上
、
著
作
物
は
「
思
想
ま

た
は
感
情
を
創
作
的
に
表
現
し
た
も

の
」
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
分
解

いまやほとんどの企業が、何らかのかた
ちでインターネットを利用した情報発信
を行なう時代。それにともない、著作権
侵害などを犯すリスクも高まっています。
会社としてWebコンテンツを発信する
際の留意点を解説します。

山城　尚嵩
STORIA法律事務所
弁護士
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す
る
と
、
①
思
想
ま
た
は
感
情
に
由
来

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
創
作
的
で

あ
る
こ
と
、
③
表
現
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
の
３
要
素
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
①
思
想
ま
た
は
感
情
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
た
と
え

ば
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
１
年
延
期
さ
れ
た
と
い
う
「
歴
史

的
事
実
」
や
、
あ
る
地
域
の
年
間
の
降

雨
量
な
ど
の
「
デ
ー
タ
」
は
、
著
作
物

に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
②
創
作
的
で
あ
る
こ
と
は
、

著
作
者
の
個
性
が
表
現
さ
れ
て
い
れ
ば

足
り
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
反
面
、

誰
が
つ
く
っ
て
も
似
た
よ
う
な
表
現

（
あ
り
ふ
れ
た
表
現
）
と
な
る
場
合
に

は
、
創
作
性
が
否
定
さ
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、
③
表
現
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
要
件
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
思

想
（
ア
イ
デ
ア
）
自
体
は
著
作
物
で
は

な
い
こ
と
を
明
確
化
す
る
も
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ル
ー
ル
は
ア

イ
デ
ア
で
あ
る
た
め
そ
れ
自
体
保
護
さ

れ
ず
、
ま
た
画
風
や
作
風
等
に
つ
い
て

も
通
常
は
「
表
現
」
そ
の
も
の
で
は
な

い
た
め
に
著
作
物
と
し
て
保
護
さ
れ
る

対
象
で
は
な
い
と
整
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
著
作
権
法
が
例
示
す
る
著
作
物
の

種
類
を
整
理
し
た
の
が
図
表
１
で
す
。

 

著
作
権
法
で
保
護
さ
れ
る

権
利
と
は
？ 

⑴�

　
著
作
権
法
で
保
護
さ
れ
る
権
利
は

「
権
利
の
束
」
に
な
っ
て
い
る

　

著
作
権
法
は
、
著
作
物
を
創
作
し
た

人
（
著
作
者
）
の
権
利
と
し
て
２
つ
の

権
利
を
保
護
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
財
産
的
権
利
に
当
た
る
の
が
い
わ

ゆ
る
「
著
作
権
」
で
あ
り
、
人
格
的
権

利
に
当
た
る
の
が
「
著
作
者
人
格
権
」

と
呼
ば
れ
る
権
利
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
著
作
権

や
著
作
者
人
格
権
と
い
う
権

利
は
、
複
数
の
権
利
か
ら
構

成
さ
れ
る
「
権
利
の
束
」
と

な
っ
て
い
ま
す（
図
表
２
）。

　

た
と
え
ば
、
著
作
権
に
含

ま
れ
る
代
表
的
な
権
利
に
、

「
複
製
権
」
と
呼
ば
れ
る
権

利
が
あ
り
ま
す
。
著
作
者
が

複
製
権
を
有
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
著
作
者
は
、
自
ら
創

作
し
た
著
作
物
を
独
占
的
に

複
製
（
コ
ピ
ー
）
し
て
利
用

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

逆
に
言
う
と
、
著
作
者

は
、
自
ら
の
著
作
物
を
無
断

で
複
製
（
コ
ピ
ー
）
し
よ
う

と
す
る
他
人
に
対
し
て
、
当
該
複
製
を

禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
位
を
有
し

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
著
作
権
や
著
作
者
人
格

権
と
い
っ
た
著
作
権
法
上
の
「
権
利
」

は
、「
対
象
と
な
る
著
作
物
を
自
ら
独

占
的
に
利
用
し
、
他
人
の
利
用
を
禁
止

す
る
こ
と
の
で
き
る
独
占
権
・
禁
止

権
」
と
理
解
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
著
作
権
法
上
の
権
利
は
、
個

々
の
利
用
行
為
ご
と
に
働
き
ま
す
（
次

㌻
図
表
３
）。

　

た
と
え
ば
書
籍
出
版
さ
れ
た
原
稿
が

購
入
者
に
利
用
さ
れ
る
過
程
で
い
う

と
、
あ
る
原
稿
が
印
刷
・
製
本
さ
れ
る

過
程
で
は
「
複
製
」
が
発
生
し
、
こ
れ

を
出
版
社
か
ら
書
店
に
引
き
渡
す
行
為

は
「
譲
渡
」
に
あ
た
り
ま
す
。
購
入
者

が
手
元
で
ス
キ
ャ
ン
す
る
行
為
も
「
複

製
」
に
、
こ
れ
を
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
行
為
は
「
公
衆
送
信
」
に

そ
れ
ぞ
れ
該
当
し
ま
す
。

　

な
お
、
日
常
用
語
で
は
聞
き
慣
れ
な

い
言
葉
で
す
が
、
著
作
者
人
格
権
に
含

ま
れ
る
「
同
一
性
保
持
権
」
や
著
作
権

に
含
ま
れ
る
「
翻
案
権
」
と
い
っ
た
権

利
は
、
元
の
著
作
物
に
新
た
な
要
素
を

追
加
し
た
二
次
創
作
を
禁
止
す
る
権
利

で
あ
り
、
広
く
パ
ロ
デ
ィ
等
を
制
限
す

る
根
拠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図表１　著作物の種類の例示
言語の著作物 小説、脚本、論文、講演など
音楽の著作物 歌詞、楽曲など
舞踏の著作物 ダンスやパントマイム等の振付など
美術の著作物 絵画、版画、彫刻など
建築の著作物 宮殿や凱旋門など。建売住宅等は非該当
図形の著作物 地図、学術的な図面、図表、模型など
映画の著作物 劇場用映画、ゲームソフトなど
写真の著作物 フィルム写真、デジタル写真など
プログラムの著作物 プログラムコードなど

図表２　著作権法で保護される権利

出典：�STORIA法律事務所編『60分
でわかる！　最新著作権超入門』
（技術評論社）。図表１も同じ

氏名表示権

同一性保持権

名誉声望保持権

複製権

上演権・演奏権等

公衆送信権等

頒布権

譲渡権

貸与権

二次的著作物の
利用に関する権利

展示権、口述権、
翻訳権・翻案権等

公表権

著作者の権利

著作者人格権

著作権
 （著作財産権）
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作
権
の
譲
り
受
け
・
ラ
イ
セ
ン
ス
を
紹

介
し
ま
す
。

⑵�

　
法
律
違
反
と
な
ら
な
い
コ
ン
テ
ン

ツ
の
利
用
方
法

①�　
著
作
権
切
れ
コ
ン
テ
ン
ツ
︵
保
護

期
間
︶

　

著
作
権
は
、
特
許
権
な
ど
特
許
庁
へ

の
登
録
が
必
要
な
他
の
知
的
財
産
権
と

は
異
な
り
、
創
作
と
同
時
に
そ
の
権
利

が
発
生
す
る
知
的
財
産
権
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
権
利
の
保
護
期
間
は
、
原
則

と
し
て
著
作
者
の
死
後
70
年
間
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
著
作
権
の
保
護
期
間
が

満
了
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
「
著
作
権
切

れ
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
呼
ん
だ
り
、「
パ

ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
」
と
呼
ん
だ
り
し

ま
す
。

　

最
近
で
は
、
初
期
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映

画
で
あ
る
「
蒸
気
船
ウ
ィ
リ
ー
」
に
登

場
す
る
モ
ノ
ク
ロ
の
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス

や
、
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
な
ど
の
著
作
権

の
保
護
期
間
が
満
了
し
た
こ
と
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
著
作
権

の
保
護
期
間
が
満
了
し
て
い
て
も
商
標

権
な
ど
の
別
の
権
利
に
よ
り
保
護
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
こ
の
点
は
注

意
を
要
し
ま
す
。

②　
権
利
制
限
規
定

　

著
作
権
に
よ
り
、
著
作
権
者
は
、
著

作
物
を
独
占
的
に
利
用
し
、
ま
た
他
人

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
著
作
権
は
譲
渡

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
著
作
物
を
最

初
に
創
作
し
た
人
を
表
わ
す
「
著
作

者
」
と
い
う
言
葉
と
は
別
に
、
現
時
点

で
著
作
権
を
持
っ
て
い
る
人
を
表
わ
す

言
葉
と
し
て
「
著
作
権
者
」
と
い
う
言

葉
を
用
い
ま
す
。 

法
律
違
反
に
な
ら
な
い

他
人
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
方
法

⑴�
　
他
人
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
原
則
使
用

不
可

　

他
人
が
創
作
し
た
イ
ラ
ス
ト
、
写

真
、
動
画
、
音
楽
と
い
っ
た
コ
ン
テ
ン

ツ
の
多
く
は
著
作
物
に
該
当
し
、
著
作

権
が
発
生
し
ま
す
。
そ
し
て
、
著
作
権

と
は
、
著
作
権
者
に
認
め
ら
れ
る
当
該

著
作
物
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
の
独
占
権
・

禁
止
権
で
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
著
作
権
法
上
、
他
人

が
創
作
し
た
著
作
物
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）

は
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
法
律
違
反
と
な
ら
な
い

他
人
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
方
法
と
し

て
、
著
作
権
法
は
い
く
つ
か
の
ル
ー
ル

を
定
め
て
い
ま
す
。
以
下
で
は
そ
の
代

表
的
な
例
と
し
て
、
①
著
作
権
切
れ
コ

ン
テ
ン
ツ
、
②
権
利
制
限
規
定
、
③
著

⑵�
　
著
作
権
と
著
作
者
人
格
権
︑
著
作

者
と
著
作
権
者

　

著
作
権
は
財
産
的
権
利
で
あ
る
た

め
、
著
作
権
に
含
ま
れ
る
個
々
の
権
利

は
他
人
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
方
で
、
著
作
者
人
格
権
は
著
作

者
に
一
身
専
属
的
な
人
格
的
権
利
で

す
。
そ
の
た
め
、
著
作
者
人
格
権
に
含

ま
れ
る
権
利
は
他
人
に
譲
渡
す
る
こ
と

の
著
作
物
の
利
用
を
禁
止
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
も
っ
と
も
、
著
作
権
法

は
、
著
作
権
に
、
誰
で
も
例
外
的
な
自

由
利
用
が
で
き
る
た
め
の
「
穴
」
を
最

初
か
ら
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
著
作
権
の
効
力
を
制
限
す
る
穴

の
こ
と
を
「
権
利
制
限
規
定
」
と
い
い

ま
す
（
図
表
４
）。

　

権
利
制
限
規
定
の
代
表
例
が
「
私
的

使
用
目
的
の
複
製
」
で
す
。
想
定
さ
れ

る
ケ
ー
ス
は
家
庭
内
に
お
け
る
著
作
物

の
複
製
（
コ
ピ
ー
）
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
場
面
で
は
著
作
権
者
に
与
え
る
不

利
益
が
少
な
い
反
面
、
逐
一
著
作
権
者

に
事
前
の
承
諾
を
得
る
こ
と
は
現
実
的

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
権
利
制
限
規
定

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
私
的
使
用
目
的
で
著
作
権
が

制
限
さ
れ
る
の
は
あ
く
ま
で
複
製
（
コ

ピ
ー
）
に
関
す
る
部
分
だ
け
で
す
。

　

次
に
代
表
的
な
権
利
制
限
規
定
が

「
引
用
」
で
す
。
著
作
権
法
の
引
用
ル

ー
ル
に
よ
れ
ば
、
引
用
元
の
出
所
を
表

示
し
た
う
え
で
、「
公
正
な
慣
行
に
合

致
す
る
も
の
で
あ
り
、
引
用
の
目
的
上

正
当
な
範
囲
内
で
行
な
わ
れ
る
も
の
」

で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
自
由
に
、
事
前
承

諾
を
得
ず
に
、
他
人
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

伝
統
的
に
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
間
の
主

従
関
係
（
自
己
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が

図表３　例）書籍出版の流れと著作権法上の権利

出典：�STORIA法律事務所編『60分でわかる！　最新著作権超入門』（技術評論社）

印刷・製本 書店販売 私的
スキャン

ネット上に
アップロード

公衆
送信複製譲渡複製

出版契約
（著作権者から出版社

への利用許諾）

権利制限規定
（私的使用のための

複製）

著作権者から
個別に利用許諾を

得る必要
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写
真
素
材
を
フ
リ
ー
素
材
で
あ
る
と
誤

信
し
て
無
断
で
利
用
し
て
い
た
ケ
ー
ス

に
お
い
て
、
裁
判
所
が
被
告
企
業
に
対

し
て
20
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
著
作
権
と
の

付
き
合
い
方

　

企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
社
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
す
る
こ
と
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
前
は
リ
ー
チ

で
き
て
い
な
か
っ
た
見
込
み
客
に
情
報

が
行
き
届
く
よ
う
に
な
っ
た
反
面
、
そ

の
分
、
自
社
の
発
信
す
る
情
報
に
著
作

権
侵
害
等
を
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
含
ま

れ
て
い
る
場
合
の
紛
争
リ
ス
ク
が
高
ま

っ
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

　

ま
さ
に
冒
頭
で
紹
介
し
た
、『
鬼
滅

の
刃
』
の
ケ
ー
キ
を
販
売
し
て
著
作
権

法
違
反
の
罪
に
問
わ
れ
た
女
性
も
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
、
客
か
ら

送
ら
れ
た
画
像
を
元
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ケ
ー
キ
を
制
作
し
て
宅
配
便
で
届
け
る

こ
と
に
よ
り
利
益
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
今
話
題
と
な
っ
て
い
る
チ

ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

生
成
Ａ
Ｉ
に
お
い
て
も
、
画
像
生
成
Ａ

Ｉ
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
イ
ラ
ス
ト
レ

物
の
利
用
対
価
を
支
払
う
必
要
が
な
い

の
に
対
し
、
著
作
権
の
譲
り
受
け
・
ラ

イ
セ
ン
ス
の
場
合
に
は
、
多
く
の
場
合

に
、
著
作
権
者
と
交
渉
し
て
そ
の
対
価

の
有
無
や
額
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
昨
今
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
経
由
し
て
、
写
真
や
動
画
、
音
楽
な

ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
存
在
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
利
用
す

る
際
の
注
意
点
と
し
て
、
多
く
の
場
合

に
は
、
当
該
コ
ン
テ
ン
ツ
の
著
作
権
の

譲
渡
を
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用
許
諾

を
受
け
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
多

い
点
で
す
。
そ
の
た
め
、
コ
ン
テ
ン
ツ

に
よ
っ
て
は
完
全
に
自
由
な
利
用
が
で

き
ず
、
た
と
え
ば
利
用
目
的
が
一
定
の

目
的
に
決
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー

ス
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
、「
著
作
権
フ

リ
ー
」
と
い
う
記
載
と
と
も
に
公
開
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ

の
な
か
に
は
無
料
素
材
と
し
て
配
布
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
過
去

に
は
、
写
真
等
の
素
材
販
売
サ
イ
ト
を

運
営
す
る
原
告
企
業
の
著
作
物
で
あ
る

「
主
」
で
、
引
用
し
た
い
コ
ン
テ
ン
ツ

が
「
従
」
で
あ
る
こ
と
）、
コ
ン
テ
ン

ツ
同
士
の
明
瞭
区
分
性
が
必
要
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

③�　
著
作
権
の
譲
り
受
け
・
ラ
イ
セ
ン

ス
　

著
作
権
者
か
ら
著
作
権
を
譲
り
受

け
、
ま
た
は
ラ
イ
セ
ン
ス
（
利
用
許

諾
）
を
も
ら
う
と
い
う
こ
と
も
、
法
律

が
認
め
た
立
派
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用

方
法
で
す
。

　

先
に
見
た
著
作
権
切
れ
コ
ン
テ
ン
ツ

や
権
利
制
限
規
定
で
は
、
通
常
、
著
作

ー
タ
ー
か
ら
権
利
侵
害
で
あ
る
と
い
う

声
が
大
き
く
、
仮
に
著
作
権
侵
害
に
当

た
ら
な
い
と
し
て
も
利
用
に
留
意
す
べ

き
場
面
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
海
上
自
衛
隊
は
、
２
０

２
４
年
４
月
に
、
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
を
利

用
し
て
生
成
し
た
ア
ニ
メ
風
の
女
性
の

イ
ラ
ス
ト
を
ポ
ス
タ
ー
に
利
用
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
、

「
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
が
著
作
権
侵
害
で
あ

る
と
い
う
疑
い
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
利
用
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
意

見
が
多
数
集
ま
り
、
海
上
自
衛
隊
は
当

該
ポ
ス
タ
ー
の
配
布
を
中
止
す
る
に
至

り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に

お
い
て
は
、
著
作
権
を
正
し
く
理
解
し

て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
著
作
権
法
違
反

の
リ
ス
ク
や
、
著
作
権
侵
害
に
当
た
ら

な
い
と
し
て
も
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
利
用

方
法
や
生
成
方
法
に
よ
っ
て
生
じ
る
炎

上
リ
ス
ク
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に

は
、
著
作
権
を
正
し
く
理
解
し
、
専
門

の
弁
護
士
に
常
に
相
談
で
き
る
体
制
を

整
え
て
お
く
こ
と
や
、
ま
た
、
常
日
頃

か
ら
社
会
的
に
ど
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン

ツ
の
利
用
が
炎
上
し
や
す
い
の
か
な
ど

を
肌
感
覚
と
し
て
身
に
つ
け
て
お
く
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　

や
ま
し
ろ
　
な
お
た
か　

２
０
１
６
年
兵
庫
県
弁
護
士
会
登
録
。
以
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ア
プ
リ
、
ゲ
ー
ム
、
音
楽
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
業

界
に
お
い
て
著
作
権
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
専
門
的
に
実
施
。
近
著
に『
60
分
で
わ
か
る
！　

最
新
著
作
権
超
入
門
』（
技
術
評
論
社
）。

図表４　権利制限規定のイメージ図

出典：�STORIA法律事務所編『60分でわかる！　最新著作権超入門』（技術評論社）

例：複製権

穴（○）の空いた部分が
権利制限規定によリ、
著作権者の許諾を得ず
に複製をできる自由な
利用領域

著作権には、権利制限規定に
よる自由領域（穴）が元から
予定されている

私的使用
目的

引用
情報
解析

権利の範囲
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